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編 集 後 記

大阪医科大学(高 槻市)石 神褻次助教授は教授に昇任せられ泌尿器科を担当せられることにな

つた.斯 学のため同慶の至りである.

◇

今春 の各学会 も終 ってその記事が雑誌 に載つているが その中の学会 のあ りかた に就て の意見を

ここに記 して我 々の参考 にしたい.各 学会 とも会 員 と出題が増 してその運営 に苦労 し,会 場を分

けた り口演を制限 した りして いる.わ が泌 尿器科 はまだ会場 を分 けねば ならぬほ どでは ないが,

口演数 はやは り制限せねば ならぬ.小 児 科は三 日聞一会場にて宿題,特 別講演の他に一般 演説 と

して医育,研 究機関指導者30名,各12分 間,一 般 の研究者60名,各8分 とし,ス ライ ドの枚数 を

制限 した.演 者は聴者 の身 になって分 りよく演説 して ほ しい と希望 し,観 光 は悪 くはないが その

時間を考 慮されたい と云 う.結 核学会は会長 の方針に よって権威主義 を打破 り,シyポ ジウムの

形式を とつて学会 を話 し合いの場 とし,更 に判 る学会にせ られた事を讃めた.血 液学 会は会場分

裂方式 を反省 し,演 題が多すぎるので座長 中心 に各部門 の研究 をま とめてゆ くべ しと云 う.薬 理

学会は 口演要 旨各題2GGO字 を予め作成 した.解 剖学会は一題8分 は短 かすぎて印象に残る演説の

少いのはこのために もよるであろ うと云い,座 長 は演者 と聴衆 の橋渡 しを積極的 にしてほ しい と

希望 した.皮 膚科は評議 員会に就ての討 議を行 い,学 会場内の禁煙が励行せ られた.演 説時間が

少いか ら簡明に発表 する訓練が必要であ るとし,演 題決定は内容本位に会長が選択す るのがよい

のではないか と云い,招 待会 は出席者か ら会費を徴 収するこ とを奨 めている.

泌尿器科 にては全国的に何 れの研究機関か らの発表 もあま り優劣がな くなった と云 う.確 かに

その感があった.や は り出題数が多すぎてそのために追加討論が 少 くな り低調 に陥 る.そ れに も

拘 らず時聞超過者がか な りあ り,又 貴重 な時聞を費 しなが ら演説が聴衆 に聞えない ものが多数あ

った事 を遺憾 としている.こ の点は学会 として極 めて重要 なこ とであ る.

購 読 要 項 「、

1.発 行は毎 月(年12回)と す る.

2.会 員は年聞料金 工,000円を前納す る.1冊 料金100円,払 込みは振替 口座番号京都4772番

泌尿器科紀要編集部,或 は第 一銀行 百万遍支店,

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵 送先),勤 務 先,職 地位,自 宅開業の別,送

金方法を御記入の上編集部宛,

投 稿 内 規

1.原 稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿 者は年 間購読者に 限る.

2.原 稿の長 さは制 限 しないが簡潔にす る.

3.原 稿は横書 き,当 用漢字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400字

詰原稿用紙を用いるこ と.附 表,附 図は なるべ く欧文にするこ と.

な るべ くタイ プ ラ イ タPを 用 い る こ と.

4.文 献 の 書 式は 次 の 如 くす る .著 者 名:誌 名,巻 数;頁 数,年 次.

例 ・ 中野 ・泌 麻 腰 ・1・110,昭30.L・ ・a・u・,J.A.:J.U,。1. ,45、527,1941.

5.300語 以 内 の欧 文 抄 録 を記 し,之 に は欧 文 の 標題 ,所 属機 関 名,ロ ー マ字 著者 名 を附 け,

●

6. 掲載料は4頁 迄毎頁500円,そ れ以上の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真は実 費を申受ける.別

冊20部 を無料贈呈,そ れ以上は実 費を徴収す る.こ の場 合には予め希望 部数 を申込 むこ と.特 別

掲載 も考慮す る.

7.校 正は編集者が行 うが希望 に より著者校正 とす る.

8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大 学病院 泌尿器科紀要編集 部




